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芦北海王塾が優勝
芦北うたせ杯ジュニア空手道大会

左が芦北海王塾　米良夏海選手
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第27回芦北うたせ杯ジュニア空手道大会

　

2
月
22
日
、し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で

「
第
27
回
芦
北
う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
86
団

体
、延
べ
１
３
７
４
人
の
選
手
が
参
加
し
、東

京
都
や
岐
阜
県
、山
口
県
、広
島
県
、香
川
県

な
ど
九
州
外
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。入
賞
し
た
町
内
の
選
手

個
人
の
部

　
優　
勝 

小
学
男
子
１・２
年
生 

林
田
陸
叶

団
体
の
部

　
優　
勝 

中
学
生
女
子 

海
王
塾
A

　
　
　
　

 

宮
本
笑
子 

長
濱
遥
奈 

米
良
夏
海

　
3　
位 

小
学
生
男
子 

海
王
塾
B

　
　
　
　

 

富
岡
光
翔 

富
岡
翔
空 

白
石
雅

▶︎
長
濱
遥
奈
選
手
（
右
）

▶︎
富
岡
翔
空
選
手
（
右
）

▶︎
宮
本
笑
子
選
手
（
右
）

▶︎
富
岡
光
翔
選
手
（
右
）

▶︎
白
石
雅
選
手
（
右
）

▶︎
林
田
陸
叶
選
手
（
左
）

芦北町消防団消防点検

　
2
月
15
日
、芦
北
町
消
防
団
の
消
防
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
天
候
不
良

の
た
め
パ
レ
ー
ド
は
中
止
と
な
り
、式
典

と
規
律
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

規
律
競
技
結
果

　
優　
勝　
機
動
分
団
（
役
場
職
員
）

　
準
優
勝　
８
分
団（
白
木
、塩
浸
、天
月
、

　
　
　
　
　
白
石
、東
告
、西
告
、市
野
瀬
、

　
　
　
　
　
大
野
、国
見
）

　
3

位　
5
分
団
（
花
岡
西
、町
4
区
、 

　
　
　
　
　
芦
北
、花
岡
北
、田
川
、八
幡
、

　
　
　
　
　
桑
原
、宮
浦
、諏
訪
、花
岡
東
）

▶︎
優
勝
し
た
機
動
分
団

▶︎
準
優
勝
の
8
分
団

▶
3
位
の
5
分
団

▶︎
決
勝
戦
の
様
子

▶︎
水
口
信
也
消
防
団
長

▶︎
竹
㟢
町
長

▶
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
演
奏

▶
集
合
し
た
芦
北
町
消
防
団
員
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火
の
国
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ

イ
ン 

芦
北

　
3
月
1
日
、し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
「
火
の
国
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
in
芦
北
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
田
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
所
属
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
に
よ
る

試
合
が
行
わ
れ
、4
年
ぶ
り
の
開
催
に
多
く
の
ボ
ク
シ
ン
グ

フ
ァ
ン
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
田
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ボ
ク

シ
ン
グ
ジ
ム
の
本
田
会
長
は
、

「
２
０
１
７
年
、２
０
２
２
年
に
続

き
、今
回
で
3
回
目
と
な
る
試
合

を
芦
北
町
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。所
属
ボ
ク
サ
ー
も
、芦

北
町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か

げ
で
良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」と
、興
行
の
成
功
に

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

防
災
士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

　

2
月
19
日
、い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
、防
災
士
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
が
芦
北
町
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
防
災
士
は
、町
の
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

実
際
に
避
難
所
で
使
用
す
る
物
品
の
組

み
立
て
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
人
は
「
自
分
た
ち
で
避
難

所
を
設
置
す
る
場
合
、快
適
な
避
難
所

運
営
の
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、ま
だ
ま
だ
学

ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」と
講
習
の

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

▶︎
組
み
立
て
た
簡
易
ベッ
ド
の
強
度
を
確
認

▶︎
簡
易
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
実
習

▶︎
室
内
に
設
置
す
る
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
体
験

　
組
み
立
て
た
テ
ン
ト
は
下
の
写
真
右
奥

大
雨
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

　
2
月
26
日
、熊
本
県
主
催
で
、大
雨
災

害
を
想
定
し
た
対
応
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
芦
北
町
職
員
だ
け
で
な
く
、

消
防
団
、河
川
国
道
事
務
所
、気
象
台
、

自
衛
隊
、芦
北
地
域
振
興
局
、警
察
署
、

消
防
署
、医
療
関
係
機
関
、電
話
通
信
会

社
、建
設
業
組
合
な
ど
が
参
加
し
、刻
々

と
変
化
す
る
気
象
災
害
状
況
を
想
定
し

た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
避
難
情
報
の
発
令
か
ら
始
ま

り
、被
災
者
か
ら
の
電
話
受
付
、行
方
不

明
者
の
捜
索
、人
命
救
助
に
お
け
る
各

関
係
機
関
と
の
連
携
確
認
な
ど
、本
番

さ
な
が
ら
の
対
応
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
切
断
さ

れ
た
場
合
を
想
定
し
、衛
星
通
信
を
利

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信（
ス
タ
ー

リ
ン
ク
）の
実
証
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
後
の
振
り
返
り
で
は
、良
か
っ
た

点
や
改
善
が
必
要
な
点
な
ど
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
、今
後
の
災
害
対
応
に
生

か
さ
れ
ま
す
。

▶�

芦
北
町
の
地
図
に
対
応
状
況
の
メ
モ
を
貼
り

付
け
情
報
の
共
有
を
図
る
訓
練

▶�

外
部
団
体
も
参
加
し
て
訓
練
が
行
わ
れ
た



2026．3 62026．3広報あしきた　7 広報あしきた

まちのわだいまちのわだい まちのわだいまちのわだい
2/14 あ

し
き
た
サ
ブ
カ
ル
フ
ェ
ス　

N
P
O
法
人
な
な
う
ら
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
主
催
で
サ
ブ
カ
ル
（
ア
ニ
メ
、

漫
画
、
コ
ス
プ
レ
な
ど
）
フ
ェ
ス
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
桝
屋
で

１
０
０
０
冊
の
コ
ミ
ッ
ク
本
が
見
放

題
。
あ
し
き
た
青
少
年
の
家
で
は
、
ア

ニ
メ
の
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ミ
ッ
ク
本
を
持
っ
て
き
た
合

志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
橋
本
館
長

は
「
芦
北
町
は
歴
史
が
古
く
ア
ニ
メ
が

作
れ
る
題
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
素
晴
ら

し
い
町
だ
」
と
絶
賛
し
ま
し
た
。

2/20 芦
北
の
特
産
品
デ
コ
ポ
ン
を
学
校
給
食
へ

　
J
A
あ
し
き
た
か
ら
特
産
品
「
デ

コ
ポ
ン
」
が
学
校
給
食
用
に
４
０
０
個

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
坂
組
合
長
は
「
芦
北
で
お
い
し
い

デ
コ
ポ
ン
が
採
れ
る
こ
と
を
、
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
竹
﨑
町
長
は
「『
あ
し
き
た
牛
』
に

続
き
『
デ
コ
ポ
ン
』
ま
で
寄
贈
い
た
だ

き
感
謝
し
ま
す
。
食
育
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
地
元
の
特
産
品
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

2/20 熊
本
県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

　
熊
本
県
の
農
林
畜
水
産
業
の
振
興
・

発
展
に
貢
献
し
た
団
体
・
個
人
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
大
野
地
区
の

「
農
事
組
合
法
人
み
の
り
会
」
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
松
㟢
俊
介
代
表
は
「
平
成
21
年
の
設

立
以
来
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
後
継
者
育
成
と
山
間
部
の
農
地
を
守

る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
受
賞
の
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

2/20 湯
浦
出
身 

ミ
ス
・
ク
マ
モ
ト
が
表
敬

　
昨
年
11
月
に
「
２
０
２
６
ミ
ス
・
ク

マ
モ
ト
」に
選
ば
れ
た
野
上
鈴
さ
ん（
湯

浦
出
身
）
が
、
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
野
上
さ
ん
は
「
自
分
で
も
選
ば
れ
た

こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
驚
き
ま

し
た
。
芦
北
町
の
た
め
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、お
手
伝
い
し
た
い
で
す
」
と
、

選
ば
れ
た
喜
び
と
今
後
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　
竹
﨑
町
長
は「
魅
力
的
で
美
し
い
方
。

芦
北
町
の
P
R
な
ど
で
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

2/27 知
事
へ
世
界
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
優
勝
報
告

　
佐
敷
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
監
督

橋
本
二
美
可
さ
ん
と
コ
ー
チ
の
中
島
暁

子
さ
ん
（
八
代
市
）
が
県
庁
応
接
室
で

木
村
知
事
へ
昨
年
行
わ
れ
た
世
界
大
会

の
優
勝
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
木
村
知
事
は
、
世
界
シ
ニ
ア
大
会
で

の
優
勝
を
称
え
、「
現
役
選
手
と
し
て

世
界
で
活
躍
す
る
姿
は
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
や
希
望
を
与
え
る
も
の
。
熊
本
の

ス
ポ
ー
ツ
の
誇
り
と
し
て
、
今
後
も
選

手
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
福

し
ま
し
た
。

3/3 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
A
I
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
研
修

　
株
式
会
社
S
c
h
o
o
（
ス
ク
ー
）

に
よ
る
生
成
A
I
実
践
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
ま
で
に
２
回
の
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
座
が
行
わ
れ
、
3

回
目
の
集
合
研
修
で
は
町
内
企
業
14
社

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
生
成
A
I
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
を
、
意
見
交

換
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
1
人
で
考
え
る
よ
り
、
は

る
か
に
良
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
。
生

成
A
I
の
可
能
性
を
感
じ
た
。
今
後

の
仕
事
に
も
活
用
で
き
る
」
と
学
習
成

果
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

2/28 芦
北
の
海
の
恵
み
と
球
磨
の
森
の
恵
み
フ
ェ
ア
開
催

　
芦
北
町
と
球
磨
村
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
物
産
を
生
か
し
た

食
の
イ
ベ
ン
ト
を
球
泉
洞
で
開
催
し
ま

し
た
。
お
互
い
の
特
産
品
、『
球
磨
村
』

は
イ
ノ
シ
シ
と
鮎
料
理
、『
芦
北
町
』

は
牡
蠣
と
足
赤
エ
ビ
の
料
理
を
出
品
し

ま
し
た
。

　
人
吉
市
か
ら
訪
れ
た
人
は
「
牡
蠣
小

屋
が
芦
北
町
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
。
早
速
、
道
の
駅
で
こ
ぽ
ん
に

行
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

3/4 J
A
あ
し
き
た
特
産
「
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
」
贈
呈

　
J
A
あ
し
き
た
か
ら
特
産
品
「
サ

ラ
ダ
玉
ね
ぎ
（
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
）」

の
贈
呈
が
あ
り
、
白
坂
組
合
長
が
竹
﨑

町
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
白
坂
組
合
長
は
、
生
産
量
の
減
少
や

担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
に
触
れ
な
が

ら
も
、
今
後
も
産
地
振
興
に
取
り
組
む

考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

　
竹
﨑
町
長
は
「
地
域
農
業
を
守
り
育

て
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▶�

球
磨
川
で
獲
れ
た
鮎
の
塩
焼
き　
今
後
は
大

野
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

▶
3
月
2
日
の
給
食
で
提
供
し
ま
し
た

©2010 熊本県くまモン

令和８年
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移 動 期 日 前 投 票 所 3 月29 日（日）は町議会議員一般選挙の投票日
　仕事や旅行などで投票日に投票に行けない方は、期日前投票ができます
◆期日前投票所　　○芦北町役場本庁舎２階　○田浦支所１階
◆期間及び時間　　３月２５日（水）から３月２８日（土）　
　　　　　　　　　午前８時３０分 ～ 午後８時
※選挙入場券（はがき）が届いている場合は、入場券をお持ちください。

投票区 対象地区名 投票所施設名 投票時間
1 田浦１、田浦２、田浦３、田浦４ 田浦中学校（校舎内被服室） 午前７時～午後７時

2 芦北町地域活性化センター 午前７時～午後７時

3 小田浦１、小田浦２、小田浦３、小田浦４ 宮浦地区ふれあいセンター 午前７時～午後６時
4 小田浦５、小田浦６、小田浦７ 小田浦福祉センター 午前７時～午後６時
5 海浦１、海浦２ 海浦公民館 午前７時～午後６時
6 横居木、永谷 横居木公民館 午前７時～午後５時
7 鶴木山 鶴木山地区集落センター 午前７時～午後５時
8 計石西、計石東 計石公民館 午前７時～午後６時
9 白岩、道川内西、道川内東、乙千屋 佐敷小学校（校舎内ホール） 午前７時～午後７時
10 花西、芦北、向町、本町、上町、新町 芦北町総合コミュニティセンター２Ｆ午前７時～午後７時
11 花北、花東、諏訪、桑原、八幡、宮浦、伏木氏 諏訪公民館 午前７時～午後７時
12 田川 田川公民館 午前７時～午後５時
13 松生、大尼田、立川 大尼田地区生涯学習センター 午前７時～午後５時
14 大岩一、大岩二、岩屋川内、黒岩、上原 大岩公民館 午前７時～午後５時
15 吉尾、市居原、箙瀬、内木場、高田辺、海路 吉尾出張所 午前７時～午後５時
16 天月、白木、塩浸、白石、小口 下白木公民館 午前７時～午後６時
17 東告、西告（桑沢見除く） 告地区生涯学習センター 午前７時～午後５時
18 市野瀬、大野、西告（桑沢見）、国見 大野地区構造改善センター 午前７時～午後６時
19 丸山、米田 中小場公民館 午前７時～午後６時
20 古石南 上木場開拓公民館 午前７時～午後４時
21 古石北（尾奈古除く）、高岡南 古石地区生涯学習センター 午前７時～午後５時

22 川口馬出野公民館 午前７時～午後６時

23 倉谷、豊岡 岡地区農村集落センター 午前７時～午後５時
24 宮崎、湯南、湯北、湯東、湯南団地 芦北町もやい直しセンター 午前７時～午後７時
25 平生 平生コミュニティセンター 午前７時～午後５時
26 女島西、沖、福浦 芦北町女島活力推進センター 午前７時～午後６時

田浦町１、田浦町２、田浦町３、田浦町４ 
波多島、井牟田１、井牟田２

高岡北、大川内南、大川内東、大川内西、
古石北（尾奈古）

▶︎選挙入場券（はがき）で投票場所を確認し投票を行ってください。
▶︎開票は3月29日（日曜日）午後8時30分から、しろやまスカイドームで行います。
　観覧席は２階となり、一般観覧者の入場は午後8時からです。
＊問い合わせ先
　　芦北町選挙管理委員会　☎︎０９６６（８３）９６４３

　芦北町選挙管理委員会では、選挙人数の減少により小規模な投票
区が増加していること、投票立会人の確保が困難な投票区もあること
から、随時、選挙投票日の投票区の見直し（統合）を行っています。
　統合された投票区には、下記スケジュールのとおり、移動期日前投
票所（自動車）を開設しますので、ご利用ください。
移動投票所のスケジュール

コース① 行政区 巡回先投票所 開設時間 巡回期日

1

国見

葛の俣公民館付近

令和8年
　　3月25日（水）

2 杉園公民館付近

3 泥泪公民館付近

4 白石 白石公民館付近

5 内木場 内木場公民館付近

6 海路・高田辺 川のとっとっと館付近

午前９時３０分～
　　午前９時５０分
午前１０時２０分～
　　午前１０時４０分
午前１１時１０分～
　　午前１１時３０分
午後１時００分～
　　午後１時２０分
午後２時１０分～
　　午後２時３０分
午後３時１０分～
　　午後３時３０分

コース② 行政区 巡回先投票所 開設時間 巡回期日

1 井牟田2 上井牟田地区ふれあいセンター

令和8年
　　3月２６日（木）

2 井牟田１

3 波多島 矢具神社付近

4 永谷 永谷公民館付近

5 黒岩 黒岩公民館付近

6 上原 上原公民館付近

午前９時３０分～
　　午前９時５０分
午前１０時３０分～
　　午前１０時５０分
午前１１時３０分～
　　午前１１時５０分
午後１時００分～
　　午後１時２０分
午後２時１０分～
　　午後２時３０分
午後３時１０分～
　　午後３時３０分

芦北町大字井牟田1210番地８
　宅前付近※１

コース③ 行政区 巡回先投票所 開設時間 巡回期日

1 伏木氏 伏木氏多目的研修所付近

令和8年
　　3月２７日（金）

2 福浦 福浦公民館付近

3 沖 沖地区池の尻公民館付近

４ 女島西

午前９時００分～
　　午前９時２０分
午前１０時１０分～
　　午前１０時３０分
午前１１時００分～
　　午前１１時２０分
午前１１時５０分～
　　午後０時１０分

女島地区生涯学習センター付近
　※２

▶︎芦北町議会議員一般選挙では、期日前投票の開設期間中、コースを３ヶ所に分けて１回ず
つ巡回します（各ヶ所２０分です）。

（※１）コース②の２は、県道沿の集落側空きスペース（町有地）で実施します。
（※２）コース③の４は、旧女島小学校裏の駐車場で実施します。
★前回実施した、衆議院議員総選挙と同じコース（時間帯）で実施します。
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健診機関 健診コース※１ 健診費用※２ 本人負担額

日本赤十字社
　熊本健康管理センター

１日ドック標準コース（胃バリウム） ４６，２００円 ９，２４０円
１日ドック標準コース（胃カメラ） ５３，９００円 １０，７８０円
１日ドック消化器コース ６５，４５０円 １５，４５０円
１日ドックレディースコース ７１，５００円 ２１，５００円
２日ドック全大腸内視鏡＋胸部 CT コース（宿泊） ９９，０００円 ４９，０００円
２日ドック全大腸内視鏡＋胸部 CT コース（通所） ９３，５００円 ４３，５００円
２日ドック全大腸 CT ＋胸部 CT コース（宿泊） ９９，０００円 ４９，０００円
２日ドック全大腸 CT ＋胸部 CT コース（通所） ９３，５００円 ４３，５００円
２日ドック総合コース（宿泊） ７４，８００円 ２４，８００円
２日ドック総合コース（通所） ６９，３００円 １９，３００円

済生会熊本病院
　予防医療センター

日帰りドック胃透視コース ５１，７００円 １０，３４０円
日帰りドック胃内視鏡コース ５７，２００円 １１，４４０円
日帰りドック全大腸コース ８６，９００円 ３６，９００円
２日ドック標準コース（通院）※３ ７９，２００円 ２９，２００円
２日ドック全大腸コース（通院）※３ ９７，９００円 ４７，９００円

高野病院
　総合健診センター

（★送迎あり）

日帰り標準コース ４８，４００円 ９，６８０円
１泊２日総合がん健診コース（男性） ７０，４００円 ２０，４００円
１泊２日総合がん健診コース（女性） ７７，０００円 ２７，０００円

熊本総合病院 
　健康管理センター

日帰りドック胃透視コース ４４，４４０円 ８，８８８円
宿泊ドック基本コース ６０，９４０円 １２，１８８円
宿泊ドック全消化器コース ８２，９４０円 ３２，９４０円

国保
　水俣市立総合医療センター

　健康管理センター

１日ドックベーシックコース ４０，０００円 ８，０００円
１日ドックレディースコース ５３，０００円 １０，６００円
２日ドックベーシックコース ６１，０００円 １２，２００円
２日ドック大腸 (S 状）コース ６９，０００円 １９，０００円
２日ドックレディースコース ７４，０００円 ２４，０００円
２日ドックレディース大腸 (S 状）コース ８２，０００円 ３２，０００円

熊本県厚生農業協同組合
連合会

（★送迎あり）

日帰り人間ドック標準コース ４４，０００円 ８，８００円
日帰り人間ドック胃カメラコース ５１，７００円 １０，３４０円

【女性専用】日帰り人間ドック標準コース ５７，９７０円 １１，５９４円
【女性専用】日帰り人間ドック胃カメラコース ６５，６７０円 １５，６７０円

※１　健診コースの詳細については、芦北町ホームページまたは各申込場所でご確認ください。
※２　健診費用は　全て税込で、オプション料金は含みません。オプション料金は全額自己負担です。
※３　２日ドックのホテル泊は、別途費用（１２，５００円程度）が追加となります。詳しくは済生会病院へご確認ください。

▶▶熊本県後期高齢者医療保険加入者熊本県後期高齢者医療保険加入者
　　　　　　　　　　 募集人数　　　　　　　　　　 募集人数5050人人

対
象
者

①健診時に、芦北町に住所がある人
②後期高齢者医療保険料を完納している人
③�年度の途中に被保険者となった場合で、その

年度に芦北町国民健康保険人間ドックの助成
を受けていない人

▶▶芦北町国民健康保険加入者芦北町国民健康保険加入者
　　　　　　　　　　募集人数　　　　　　　　　　募集人数150150人人

①�４月１日現在で、30 歳以上 74 歳以下であり、
かつ継続して１年以上国保に加入している人

②国民健康保険税を完納している世帯の人
③一世帯２人まで受診できます

対
象
者

＊問い合わせ先　　住民生活課　医療年金係　　☎ 0966（83）9664

◆申込期間 4 月 1 日（水）〜
　　　　　   4 月 17 日（金）

▶申込場所　住民生活課（本庁）、田浦支所、各出張所
　（※マイナ保険証または資格確認書を持参ください）
《注意事項》
①募集人員を超える場合は抽選を行います。
　　※令和 7 年度に助成を受けていない人を優先します。
②助成の承認を受けた人は町の健診を受診することができません。
③申請は、本人または同一世帯員に限ります。

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療

人間ドック
受診希望者募集

人間ドック費用のうち８割 ( 上限５万円 ) を助成

令和 8 年度

芦北町【国保】脳ドック（脳検査）を追加で受けませんか？

対
象
者

①国民健康保険人間ドック助成事業の承認を受けた人
②承認された人間ドックのコースにオプションで追加し
　て実施する脳ドック（脳検査）であること
③頭部ＭＲＩ＋ＭＲＡ検査が含まれる脳ドック（脳検査）で
　あること

なぜ、脳ドック（脳検査）を受けたほうがいいの？
　町民の死因別死亡数の中で、「脳血管疾患」は毎
年、上位に位置しています。罹患すると、例え亡くなら
なかったとしても後遺症により寝たきり状態になる可
能性があります。健康的な日常生活を送るためにも、
脳血管疾患の早期発見、早期治療が大切です。

【助 成 金 額】脳ドック費用の５割（上限１５，０００円）を助成します。
【申 請 方 法】 脳ドック（オプション）受診後に必要書類等を添えて、申請（請求）してください。申請後、費用を償還します。
【必要書類等】①マイナ保険証または資格確認書　②領収書等　③健診結果通知書　④通帳の写し　⑤印鑑
【申 請 期 限】令和 9年３月３１日まで（受診は２月末まで）
【注 意 事 項】①国民健康保険被保険者のみです。
　　　　　　②人間ドック助成事業の申込時に脳ドックオプションの追加希望の有無を確認します。

健診機関 健診コース 健診費用※１ 本人負担額

日本赤十字社
　熊本健康管理センター

脳の健康度評価セット（あたまの健康 ( 認知機能 ) チェッ
ク , 頭部 MRI+MRA, 頸動脈超音波） ３０，８００円 １５，８００円

頭部 MRI+MRA ２３，６５０円 １１，８２５円

済生会熊本病院
　予防医療センター

脳検査（全大腸コースに追加する場合は後日健診になります）
（頭部 MRI+MRA 検査 , 頸部血管超音波 , 認知機能検査）

４４，０００円 ２９，０００円

熊本総合病院 
　健康管理センター

脳ドック（頭部MRI検査,脳血管MRA検査,頸動脈エコー検査,
かな拾いテスト）

２７，５００円 １３，７５０円

国保
　水俣市立総合医療センター

　健康管理センター

脳ドック（頸部血管エコー , 血圧脈波検査 , 頭部 MRI+MRA
検査 , 脳機能テスト）

２９，０００円 １４，５００円

脳ドック（2 日ドック併用）
（頸部血管エコー , 頭部 MRI+MRA 検査 , 脳機能テスト）

２８，０００円 １４，０００円

＊問い合わせ先　　住民生活課　医療年金係　　☎ 0966（83）9664

※１健診費用は全て税込です。

水俣病犠牲者慰霊式
　水俣病の犠牲となって亡くなられた全
ての生命に慰霊の祈りを捧げるととも
に、環境再生・創造を誓うため、水俣病
犠牲者慰霊式を行います。
　また、令和 8 年 5 月 1 日は水俣病が公
式確認されて 70 年目となります。ぜひ、
多くの方の御参列をお願いいたします。
▶︎日時　５月１日（金）13：30〜
▶︎場所　エコパーク水俣親水緑地
　　　　「水俣病慰霊の碑」前
　※会場まで送迎バスを運行します。

＊問い合せ先
　水俣市役所 環境課
　　　　☎︎０９６６（61）1612
　※今後変更の可能性もありますので、最新の情報については水俣市のホームページをご覧ください。

■送迎バス運行表　※帰りは逆コースで運行します。

①田浦支所前
10:55

②海浦バス停
11:05

③芦北町役場
玄関前ロータリー

11:15
⑥福浦公民館前

11:43

⑦合串漁港前
（合串バス停）

11:52

⑧新平国コミュ
ニティセンター前

12:00

⑨津奈木町役場前
バス停
12:16

⑩つなぎ温泉前
バス停
12:24

⑪新水俣駅前
バス停
12:35

⑫慰霊式会場
13:00

④ヘルシーパーク
玄関前
11:19

⑤女島バス停（小崎）
11:34
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「
心
に
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、唇
に
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を
…
」

が
モ
ッ
ト
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で
、結
成
か
ら
30
年
が

経
ち
、以
前
は
大
会
出
場
や
慰
問
イ

ベ
ン
ト
な
ど
か
な
り
ハ
ー
ド
な
活
動

状
況
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
は

「
心
身
の
健
康
を
第
一に
」「
歌
っ
て
楽

し
い
日
々
を
」が一番
の
願
い
で
す
。

　
活
動
は
、月
に
1
〜
2
回
最
新
曲

を
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
脳

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
認
知
症
の

予
防
に
も
な
る
も
の
で
、音
響
や
三

味
線
な
ど
を
使
用
し
分
か
り
や
す
く

指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
月
第
3
日
曜
日
に
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ミ
ニ
発

表
会
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、芦
北
町
文

化
祭
へ
の
参
加
や
地
域
活
動
と
し
て

敬
老
会
や
誕
生
会
等
で
披
露
し
て
い

ま
す
。「
芦
北
町
生
き
生
き
大
学
」で

も
歌
謡
・民
謡
教
室
を
芦
北
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま

す
。4
月
に
は
海
浦
集
学
校
で
「
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
（
楽
し
も
う
会
）」を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
も
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

芦
北
町
文
化
団
体
の
紹
介

 『
藤
井
歌
謡
・民
謡
教
室
』

目
標
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
切
磋
琢
磨

し
練
習
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

く
、多
く
の
方
の
参
加
と
応
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

藤
井
民
謡
・歌
謡
教
室
の
活
動
に

興
味
が
あ
る
方
は
、

藤
井
直
美

　
☎︎
０
９
６
６
（
８
２
）４
１
３
０

ス
ポ
ー
ツ
・文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
☎︎
０
９
６
６
（
８
７
）１
１
７
１

▶︎
海
浦
集
学
校
で
の
発
表

　

卒
業
生
を
送
り
出
し
た
寂
し
さ
も
束

の
間
、校
庭
の
桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み

始
め
、学
校
は
少
し
ず
つ
「
新
し
い
出
会

い
」の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。４
月
８
日

（
水
）に
本
校
体
育
館
に
て
令
和
８
年
度

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
す
。新
入
生
を
迎

え
る
在
校
生
た
ち
の
胸
の
内
は
、今
、期

待
と
少
し
の
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。期

待
と
不
安
を
胸
に
抱
い
た
新
入
生
た
ち

が
「
ど
う
す
れ
ば
安
心
し
て
学
校
に
来

ら
れ
る
か
」を
話
し
合
い
準
備
し
て
い
ま

す
。異
学
年
交
流
を
通
し
て
、新
た
な
芦

北
高
校
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

「
地
域
み
ら
い
留
学
」も
地
域
の
皆
様

の
協
力
に
よ
り
、無
事
１
年
間
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。令
和
８
年

度
も
２
期
生
が
入
学
し
て
く
る
予
定
で

す
。芦
北
の
美
し
い
自
然
に
触
れ
、地
域

の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

参
加
な
ど
、実
践
的
な
学
び
と
充
実
し

「
知
っ
て
良
か
っ
た
！

　
　
　
　
芦
北
高
校
」

芦北高校HP

た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

※
「
地
域
み
ら
い
留
学
」と
は
、従
来
の

進
学
方
法
と
は
異
な
り
、都
道
府
県
の

枠
を
超
え
て
日
本
各
地
の
公
立
高
校
の

中
か
ら
進
学
先
を
選
び
、３
年
間
そ
の

地
域
で
暮
ら
し
な
が
ら
自
分
の
興
味
関

心
に
関
わ
る
分
野
を
学
ぶ
も
う一つ
の
進

学
の
選
択
肢
で
す
。

▶︎
お
た
め
し
地
域
留
学

　
昨
年
11
月
に
芦
北
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
自
伐
型
林
業
推
進
応
援
隊
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
、佐
分
利
慎
（
さ
ぶ
り

し
ん
）と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
熊
本
市
南
区
で
、高
校
卒
業

後
は
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
へ
入
校
し
、

一
年
間
林
業
の
基
礎
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。着
任
し
て
ま
だ
５
カ
月

で
す
が
、既
に
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ち
な
み
に
小

学
校
の
時
か
ら
12
年
間
柔
道
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
町
が
実
施
し
て
い
る
自
伐
型
林
業
の

基
礎
研
修
や
伐
倒
・搬
出
研
修
な
ど
は
、

遠
方
か
ら
講
師
の
方
々
に
来
て
頂
い
た

り
、古
石
・
大
野
地
域
の
自
伐
林
家
の

方
々
と
間
伐
作
業
に
あ
た
ら
せ
て
も
ら

い
、現
地
で
直
接
指
導
を
頂
き
な
が
ら

日
々
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、林
内
作
業
車
や
、重
機
で
の
作

業
な
ど
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、同
時
期
に
着
任
し
た
國
府
隊
員
と

共
に
力
戦
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。 自伐型林業推進応援隊

佐分利　慎

　
実
際
に
林
業
の
現
場
で
活
動
す
る
中

で
は
ま
だ
課
題
も
多
い
で
す
が
、少
し

で
も
早
く
伐
倒
・搬
出
の
ス
キ
ル
を
磨

く
た
め
、日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、着
任
１
年
目
の
目
標
は
、地

域
の
方
々
と
多
く
交
流
し
、自
伐
型
林

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
す
。町
で

見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。昨
年
11
月
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
自
伐
型
林
業

推
進
応
援
隊
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

國
府
航(

こ
く
ふ
わ
た
る)

と
申
し
ま

す
。神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら
移
住
し
て

き
ま
し
た
。

　
前
職
は
造
園
業
に
携
わ
っ
て
お
り
個

人
宅
の
庭
園
管
理
を
は
じ
め
、公
園
・学

校
・街
路
樹
な
ど
の
維
持
管
理
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
私
が
芦
北
町
に
移
住
し
て
き
た
経
緯

は
、以
前
か
ら
地
方
移
住
に
興
味
が
あ

り
、30
歳
を
迎
え
た
節
目
に
移
住
を
決

意
し
、中
国
・四
国
・九
州
地
方
を
中
心

に
移
住
先
を
探
し
ま
し
た
。そ
こ
で
海
・

山
・川
が一体
と
な
っ
た
自
然
環
境
を
有

す
る
芦
北
町
に
出
会
い
、移
住
を
決
め
、

新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、自
伐
型
林
業
推
進
応
援
隊

自伐型林業推進応援隊
國府　航

と
し
て
林
業
技
術
の
習
得
の
た
め
、自

伐
林
家
の
方
々
の
施
業
地
や
町
有
林
で

の
間
伐
施
業
を
主
な
活
動
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

　
間
伐
施
業
の
流
れ
と
し
て
は
、幅
2
ｍ

程
度
の
道
を
重
機(

油
圧
シ
ョ
ベ
ル)

を

用
い
て
新
設
し
、そ
の
後
、全
体
の
2
～

3
割
程
度
の
間
伐
木
を
選
定
し
、伐
倒
・

玉
切
り
を
行
い
、作
っ
た
道
を
使
い
搬
出

す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
道
の
新
設
や
森
林
整
備
の
各
工
程

に
つ
い
て
は
、ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
多

い
で
す
。

　
協
力
隊
の
先
輩
方
、地
元
自
伐
林
業

家
の
方
々
、講
習
会
で
ご
指
導
い
た
だ

く
先
生
方
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら

日
々
技
術
習
得
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、一日
も
早
く
芦
北
町
の
林
業

振
興
と
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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お 知 ら せ
ジョブカフェ
 　 ・芦北ブランチ

仕事に関する相談を、どなたでも無料でご
利用できます。毎月第３水曜日に出張相談
会（きずなの里 相談室 13 時 30 分〜 15
時 30 分）も開催しています。お気軽にご
相談ください。（予約優先）
▶︎場所　芦北地域振興局１階（福祉課内）
▶︎時間　火・木・金 10時〜 17時
問 ジョブカフェ・芦北ブランチ
　　　　　　　　　　☎️0966（82）3123

おしごと出張
　相談会 in 芦北町

みなさんの心配事や不安に寄り添い「働き
たい」という気持ちを応援しています。なお、
詳細はホームページからもご覧になれます。
▶︎期日　3月 26日（木）
▶︎時間　13時 30分〜 16時 30分
▶︎場所　総合コミュニティセンター和室
▶︎対象　15歳〜 49歳までの求職者及び
　その家族
問 若者サポートステーションやつしろ
　　　　　　　　　　☎ 0965（37）8739

指定ごみ袋の価格改定

原材料費の高騰により、芦北町指定ごみ袋
の令和 8年 4月 1日から改定します。
１セット 20枚入り
・生ごみ（大）440円→ 480円
・生ごみ（小）380円→ 420円
・可燃ごみ（大）440円→ 480円
・可燃ごみ（小）360円→ 400円
・資源・不燃ごみ（大）340円→ 380円
・資源・不燃ごみ（小）280円→ 320円
問 住民生活課　環境対策係
　　　　　　　　☎ 0966（83）9665

小学生保護者向け講座

内容　�講義「入学・進級に向けて　お子さ
んに必要なことから考えてみよう』

　　　茶話会
▶︎日時　5月 11日（月）10:00 〜 12:30
▶︎場所　津奈木町農業就業改善センター
▶︎対象　年少〜小学 6年生の保護者
▶︎定員　10名　参加費無料
▶︎締切　4月 29日（水）
　　　下記２次元コードから申込
問 熊本県南部発達障がい者
　　　　　　　　支援センター わるつ
　　　　　　　　☎ 0965（62）8839

申込フォーム わるつHP

農業委員及び農地利用
最適化推進委員の募集

令和 8 年 10 月 19 日で任期満了となるた
め、新たな農業委員及び農地利用最適化推
進委員を募集します。
▶募集人数
　農業委員 11人（うち認定農業者 6人）
　農地利用最適化推進委員 15 人
▶募集期間
　4月20日（月）〜6月19日（金）
▶任期（3 年間）
　令和8年10月20日〜令和11年10月19日
▶募集に関する説明会
　4月10日（金）芦北町地域活性化センター
　4月14日（火）総合コミュニティセンター
　時間は両日とも 19:00 〜
問 農林水産課 農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 0966（83）9657

公衆浴場無料券及び
割引入浴券の交付

令和 8 年度の公衆浴場無料及び入浴割引
券を交付します。
▶対象者
　本町に住民票があり居住している人のう
ち、次の①〜③のいずれかに該当する人
① 70歳以上の人
②�身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳のいずれかを持っている人

③�身体障害者手帳の１級から３級（心臓機
能障害を除く）又は療育手帳 A1・A2
を持っている人を介助する人

▶申請に必要なもの
　障害者手帳をお持ちの方はその手帳

（※本人が申請できない場合は代理申請できます）
▶交付開始日
　3月30日（月）から
▶交付場所
　本庁舎健康福祉課、田浦支所、各出張所
問 健康福祉課
　　高齢者社会福祉係☎0966（83）9667
　　障がい者福祉　　☎︎0966（83）9670

愛護動物への虐待
・遺棄は犯罪です

動物愛護法により愛護動物への虐待や遺棄
には厳しい罰則が科せられています。「知
らなかった」では済まされない大切なルー
ルです。動物を飼うということは、その命
を預かること、その責任の重さを考えるよ
うにしましょう。
▶︎虐待・遺棄の例
殺傷（殺す・傷つける）
　�愛護動物をむやみに殺したり、傷つけた
りすること。罰則：5 年以下の拘禁刑ま
たは、500万円以下の罰金

虐待（暴行・飼育放棄）、遺棄（捨てる）
　�殴る、蹴るなどの暴力はもちろん、世話
をしないこと。飼えなくなったと、山や、
道路などへ捨てること。罰則：1 年以下
の拘禁刑または 100万円以下の罰金

※愛玩動物とは
１ �牛、馬、豚、めん羊、山羊、犬、猫、

いえうさぎ、鶏、いえばと、あひる
２ �人が占有している動物で哺乳類、鳥類

又は爬虫類に属するもの
問 住民生活課　環境対策係
　　　　　　　　☎ 0966（83）9665

図 書 館 だ よ り図 書 館 だ よ り新着図書ピックアップ新着図書ピックアップ

絵本の
読 み 聞 か せ
開催日　第２日曜日
時　間　
 
場　所　子どもの広場

①１１：００
②１４：００

【開館時間】　火・木・金 10:00 〜18:00 
　　　　　　 　 水　　 10:00 〜20:00 
　　　　　　土・日・祝   9:00 〜17:00
【休館日】  月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日）

【貸　出】 2 週間以内・ひとり10冊まで
　　　　   雑誌やマンガもあります

●今月のイチ押し

今月の
図書館企画

　発達障害啓発週間
　　　　　（健康福祉課コラボ）
～発達障害って、なんだろう？～

　紀国坂にはむじなが出る。ある晩男が坂
を歩いていると、若い女がかがんで泣いて
いた。「どうされました？」泣き続けた女
は着物の袖をおろし、そっと自分の顔をな
でた…。NHK 朝の連続テレビ小説「ばけ
ばけ」で注目を浴び、熊本にもゆかりのあ
る小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）。「怪
談」の代表作を、大人も子どもも読みやす
い絵本でどうぞ！

むじな
　小泉八雲 原作　田辺青蛙 翻案

高畠邦生 絵　岩㟢書店

新着図書さよならジャバウォック 伊坂　幸太郎

変な地図 雨穴

時計は二度凍らない 魚崎　依知子

ウロボロスの環 小池　真理子

古都琴子は好きに生きるので、あしからず 汐見　夏衛

橘　玲

フルハウス 堂場　瞬一

あきらめる力 五木　寛之

池上彰が話す前に考えていること 池上　彰
上沼恵美子の人生笑談白黒つけましょ 上沼　恵美子

名門校の本棚 平林　理恵

太閤記解剖図鑑 柴　裕之

メルカリガイドブック 桑名　由美

一冊でまるごとわかる「里山」入門 富田　啓介

こども防犯BOOK 冨川　万美
先生、カタツムリが背中の殻を修復しています! 小林　朋道

自閉症の僕が、今も跳びはねる理由 東田　直樹

すべてを蒸したいせいろレシピ りよ子

るるぶ福岡

オリーブの歴史 Ｆ・ランツァ

3分後にゾッとする話 野宮　麻未

知れば知るほどへんすぎるいきもの事典 ろう

つかめ!英語ダマン シン　テフン

おばけのリーブル おおぎやなぎ　ちか

かいけつゾロリニセゾロリあらわる!! 原　ゆたか

ねこピクニック あさの　ますみ

きれてる 鈴木　のりたけ

とろとろおばけ たなか　ひかる

もぐらけんせつ 長崎　真悟

はらぺこえびすのおしょうがつ はらぺこめがね

◆ほかにもたくさん！ぜひ図書館へ！◆

小説・エッセイ

実用書

児童書

絵本

ケ
イ
ン
の
英
国
文
化
普
及

C I R

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
2
月
に
日
本
で
総
選
挙
が
行
わ
れ
た

こ
と
で
、日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
や

選
挙
の
違
い
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、現
在
の
首
相
は
自
民
党

の
高
市
早
苗
氏
で
、自
民
党
は
保
守
政

党
で
す
。選
挙
権
は
18
歳
か
ら
与
え
ら

れ
て
お
り
、選
挙
で
は
小
選
挙
区
比
例

代
表
並
立
制
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。日

本
で
は
若
い
世
代
の
政
治
へ
の
関
心
が

少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、私
が
こ
れ
ま
で
何
度
も
日
本

に
滞
在
し
た
経
験
か
ら
す
る
と
、日
常

生
活
の
中
で
政
治
に
つ
い
て
話
す
人
は

あ
ま
り
多
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
一方
イ
ギ
リ
ス
で
は
、現
在
の
首
相
は

労
働
党
の
キ
ア
・ス
タ
ー
マ
ー
氏
で
、労

働
党
は
自
由
主
義
の
政
党
で
す
。（
ち
な

み
に
、私
と
現
首
相
は
ど
ち
ら
も
リ
ー

ズ
大
学
の
卒
業
生
で
す
！
）イ
ギ
リ
ス
の

議
会
は
日
本
と
同
じ
で
両
院
制
で
す
。

下
院
の
庶
民
院
と
上
院
の
貴
族
院
で
で

き
て
い
ま
す
。

　

総
選
挙
と
い
う
の
は
、有
権
者
は
庶

民
院
に
の
み
投
票
で
き
、貴
族
院
は
選

挙
で
選
ば
れ
ま
せ
ん
。

　
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、投
票
日
は
大

体
木
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が一
般

的
で
す
。次
回
の
総
選
挙（
２
０
２
９
年
）

か
ら
は
、16
歳
か
ら
投
票
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、労
働
党
が
若

い
世
代
に
政
治
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、イ
ギ
リ
ス
で
は
選
挙
に
お
い
て

小
選
挙
区
制
の
み
で
す
。多
く
の
若
者
、

特
に
20
代
の
人
た
ち
が
政
治
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
お
り
、労
働
党
へ
の
支
持
が

比
較
的
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。彼

ら
は
友
人
同
士
で
政
治
に
つ
い
て
よ
く

話
し
合
い
、デ
モ
や
抗
議
活
動
に
参
加

し
た
り
、自
分
の
S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト

で
政
治
的
な
情
報
を
発
信
し
た
り
す
る

こ
と
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
私
が
学
生
の
頃
、政
治
に
つ
い
て
の
授

業
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
た

が
っ
て
、最
近
勉
強
す
る
の
は
と
て
も
興

味
深
い
で
す
！

Kane Smith-Hodge
ケイン・スミスホッジ

小型船舶海上安全
講習会開催

令和 8 年度の講習会を実施しします。船
舶免許をお持ちの方、これから所有を予定
している方など、誰でも受講できます。
▶︎日時　4 月 17日（金）18:30 〜 20:00
▶場所　桜十字ホールやつしろ
　　　　（八代市新町 5− 20）
▶内容　�海上交通関係法令、安全運航及び

近海事故例、船舶免許更新制度、
船舶検査等について

▶講師　海上保安署
　　　　小型船舶検査機構三角支部
　　　　九州運輸局熊本運輸支局
▶その他 当日受付で、受講は無料
問 熊本県小型船安全協会八代支部（木村）
　　　☎ 090（5940）6193
主催：熊本県小型船舶安全協会
共催：NPO法人熊本県海難救助隊
　　　（公財）海上保安協会熊本県支部

ミツバチに対する
　　　農薬被害防止

ミツバチは、果樹類やいちご、メロン、す
いか等の園芸作物の花粉交配に不可欠で、
農業生産において重要な役割を担っていま
す。
　これからカンキツ類の開花が始まり、ミ
ツバチが蜜や花粉を求めて訪花する時期に
なります。農薬を散布するときは、次の３
点に留意し、ミツバチに危害を与えないよ
う十分注意しましょう。①ミツバチに影響
のある農薬かどうかラベルで確認し、使用
上の注意事項に従い適正に使用する。②近
くの養蜂家と巣箱の位置や防除計画などの
情報を事前に交換する。③防除するときは、
ほ場周辺を十分確認し、散布した農薬がミ
ツバチにかからないように注意する。
問熊本県農林水産部
　農業技術課
　　☎︎ 096(333)2381
　畜産課
　　☎︎ 096(333)2401
　または最寄りの各広域本部（地域振興局）
農業普及・振興課まで
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令和 7 年度 スポーツ賞・文化振興奨励賞
　令和７年にスポーツや文化活動で活躍した町民をたたえるため、３月 7日、しろやまスカイドームで
芦北町スポーツ賞・文化振興奨励賞の表彰式が行われ、受賞者には盾と奨励金が贈れらました。
　受賞者は次のとおりです（敬称略）。（対象：令和7年１月１日〜12月31日までの受賞者）
　※カッコ内の所属などは大会当時のもの。

【金賞】（全国大会）▼相撲甚句全国大会特別賞＝矢野徹・長田友浩・杉光ナヲミ（芦北町相撲甚句会）▼日
本高校ダンス部選手権冬の公式大会準優勝＝藤原元（鎮西高校）▼第 76回日本学校農業クラブ西関東大会
プロジェクト発表優秀賞＝原田吏旺・下薗來羽琉・橋本悠雅（芦北高校）▼第 76回日本学校農業クラブ西
関東大会鑑定競技優秀賞＝山本夏凜（芦北高校）▼第 16回高校生の「建築甲子園」優秀賞＝木ノ下晴太・

木ノ下咲太（熊本高等専門学校）▼海ポス甲子園特別賞
＝宮崎幸太郎（芦北高校）▼第４７回読売学生書展読売
学生準大賞＝白木星空（八代高校）

【銀賞】（九州大会）▼第 80回九州合唱コンクール銀賞
＝平澤杏里彩（八代高校）　▼第７回 Minecraftカップ地
区大会（南九州ブロック）最優秀賞＝澁谷響流（佐敷小
学校）　▼森林・林業の技術交流発表大会優秀賞＝西田
千紘・松永優凜（芦北高校）

【銅賞】（県大会）▼第 51回熊本県書道連盟展（選抜会員
の部）大賞＝竹﨑麗子

【特別賞】国際大会入賞▼ 2025KARATE1-プレミアリーグ杭州大会優勝・第 12回ワールドゲームズ
2025空手道競技 3位＝釜つばさ（同志社大学 4年）▼第 12回世界シニアバドミントン選手権 2025優勝＝
橋本二美可（SBC)

【金賞】（全国大会）▼令和 7年度全国高等学校総合体育大会新体操競技団体 3位 =下田隆毅、上野大和、
山田夢斗、鈴木琉生、告悠希▼第 77回全日本学生新体操選手権大会団体 3位＝岩永京大（花園大学）▼第
77回全日本学生新体操選手権大会団体 5位＝米良陽希（国士舘大学 3年）▼第 28回全日本小学生女子相撲
大会個人 3位＝今村結愛（佐敷小）JKAトレジャー相撲クラブ▼第 78回全日本新体操選手権大会団体 2位
＝木下直生（国士舘大学 2年）

【銀賞】（九州大会）▼第 44回全九州高等学校空手道新人大会個人 3位＝山尾彩碧（熊本高専八代キャンパ
ス）芦北海王塾▼第 57回西日本年齢別選手権水泳大会個人優勝＝松浦未侑（佐敷小）芦北 SC▼第 57回
西日本年齢別選手権水泳大会個人 3位＝桑村朋杏（佐敷小）芦北 SC▼ 2025五島長崎国際トライアスロン
大会 3位＝磯見洋一▼第 53回日本選手権九州予選大会優勝＝平野彪成（田浦中）熊本東リトルシニア▼第
8回全九州中学校相撲選手権大会団体優勝＝竹本都輝（湯浦中）JKAトレジャー相撲クラブ▼第 51回全九
州空手道選手権大会団体 3位＝白﨑優太▼令和 7年度全九州高等学校選手権新人水泳競技大会個人 3位＝
中田美乃里（ルーテル学院高校）▼第 47回全九州レディースバドミントン選手権大会団体優勝＝引地恵▼
第 29回九電杯全九州わんぱく相撲大会個人準優勝＝竹村優心（田浦小）JKA芦北トレジャー相撲クラブ▼
第 18回九電旗全九州クラブ対抗ジュニア相撲大会個人準優勝＝渡邊健琉（佐敷小）JKA芦北トレジャー相
撲クラブ▼第 18回九電旗全九州クラブ対抗ジュニア相撲大会個人準優勝＝渡邊煌琉（佐敷小）JKA芦北ト
レジャー相撲クラブ▼第 18回九電旗全九州クラブ対抗ジュニア相撲大会団体準優勝＝田口大晴（佐敷小）、
木川輝大（佐敷小）、木川太陽（佐敷中）JKA芦北トレジャー相撲クラブ▼ JAF九州ラリー選手権 2025シ
リーズ個人優勝＝前田宜重▼笹川杯争奪第 12回全九州少年少女空手道選手権大会個人準優勝＝林田陸叶

（佐敷小）芦北海王塾▼笹川杯争奪第 12回全九州少年少女空手道選手権大会個人準優勝＝飯村魅宝吏（佐
敷小）芦北海王塾▼第 22回九州連盟一年生大会団体優勝＝松浦利生心（佐敷中）熊本東リトルシニア▼
KYFA第 31回九州 U-15フットサル選手権大会団体準優勝＝白木元気（佐敷中）、勝田陽心（佐敷中）、山川
絋弥（湯浦中）ヴィラノーバ水俣▼令和 7年度第 45回全九州高等学校空手道新人大会団体優勝＝白﨑侃太、
德永悠（芦北高校）芦北海王塾▼令和 7年度全九州高等学校選抜バドミントン競技大会団体準優勝＝緒方
涼（八代東高校）▼令和 7年度全九州高等学校体育大会個人 3位＝戸田勇翔（文徳高校）

【銅賞】（県大会）
▼熊本県ジュニア短水路水泳競技大会個人優勝＝梅野友哉（田浦小）芦北 SC▼熊本県卓球選手権大会（小
学の部）個人優勝＝山本湊真（田浦小）林田卓球クラブ▼熊本県シニア O-40サッカー大会団体優勝＝新
立大輔（トレゾール八代シニア）▼第 42回熊本県少年少女空手道錬成大会個人優勝＝白﨑倖太（佐敷小）
芦北海王塾▼令和 7年度熊本県中学校空手道選手権大会団体優勝＝米良夏海（佐敷中）、田辺眞子（田浦中）、
田浦月愛（湯浦中）▼第 46回熊本県ジュニア長水路水泳競技大会個人優勝＝浅野明日馬（佐敷小）レイン
ボーB＆G▼令和7年度第20回熊本県スポーツ少年団バレーボール交流大会団体優勝＝平松塔子、釡一叶、
下山真央、宇治原彩羽、川田莉里、村田聖麗、釡乙叶、平松聡子（田浦小）、吉永橘加、（湯浦小）阪口咲
希、松下彩月（佐敷小）、千年桃葉（大野小）JKA田浦バレーボールクラブ▼令和 7年度第 20回熊本県スポ
ーツ少年団バレーボール交流大会団体優勝＝木吉瑛和（田浦小）、岩本空（湯浦小）、林田貫汰（佐敷小）、白
樫和政、白樫優利（大野小）津奈木ジュニア▼ 2025年度国民皆泳記録会（熊本）個人優勝＝淵上滉大（湯
浦小）芦北 SC▼第 52回熊本県中学生学年別水泳競技大会個人優勝＝中田優月、宮川新花（湯浦中）芦北
SC▼第 52回熊本県中学生学年別水泳競技大会個人優勝＝木村晋太、入江大翔、谷脇志穏（湯浦中）、浅野
和花（佐敷中）レインボー B＆ G▼第 52回熊本県中学生学年別水泳競技大会団体優勝＝永里颯都、緒方彪
峨（湯浦中）レインボー B＆ G▼第 51回熊日学童オリンピック水泳大会個人優勝＝磯見昂衛（佐敷中）レ
インボー B＆ G▼ 2025年 1年生九州大会熊本支部予選団体優勝＝山口隼瑠（湯浦中）八代リトルシニア
▼第 80回熊本県民体育祭空手道競技団体優勝＝坂田宏樹、桑本裕一郎、鬼塚遼汰、釜拓冶、橋本将人（葦
北郡）▼令和 7年度熊本県高等学校選抜ホッケー大会団体優勝＝中野生暉、川尻朔仁、田山惺菜（八代清
流高校）▼ KFA第 21回熊本県高等学校女子サッカー選手権大会団体優勝＝園田琉依（秀岳館高校）▼第
42回熊本県選抜少年相撲大会個人優勝＝渡邊翔琉（佐敷小）JKA芦北トレジャー相撲クラブ▼ KFA第 15
回熊本県 U-18フットサルリーグ 2025団体優勝＝福田大和（芦北高校）、木本優希、橋口心珀、白渕颯惺、
山口照太（水俣高校）ヴィラノーバ水俣▼第 51回熊日学童オリンピック空手道大会団体優勝＝藤井未琴

（湯浦小）、田浦望愛（内野小）▼第 20回熊本県中学生空手道新人大会個人優勝＝德永琉惟（佐敷小）芦北
海王塾▼第 56回日本少年野球春季全国大会鹿児島県支部予選団体優勝＝内田優吾（佐敷中）鹿児島出水ボ
ーイズ
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昨
年
12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
作
品
を
募
集

し
た
詩
画
公
募
展
に
は
、
小
学
生
の
部
6
0
2
点
、

中
学
生
の
部
5
0
3
点
、
一
般
の
部
3
2
9
点
あ

わ
せ
て
、1
，4
3
4
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
個
性
の
光
る
力
作
揃
い
で
、
全
国
各
地
か
ら

幅
広
い
年
齢
の
方
々
に
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
審
査
会
に
お
い
て
、
各
部
門
の
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
、
ま
た
町
内
在
住
者
を
対

象
と
し
た
星
野
富
弘
美
術
館
賞
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
入
賞
・
入
選
し
た
全
作
品
は
、
現
在
星
野
富
弘

美
術
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
選
出
さ
れ
た
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
及
び
星
野
富
弘

美
術
館
賞
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

『
第
19
回
星
野
富
弘
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
画
公
募
展
』

「
趣
味
の
時
間
」

　
　
　
伊
豆
野　
由
美
子　
　
（
鹿
児
島
県
出
水
市
）

《
一
般
の
部  

最
優
秀
賞
》

《
小
学
生
の
部  

最
優
秀
賞
》

「
家
に
い
る
か
わ
い
い
ね
こ
ち
ゃ
ん
」

　
　
鶴
本　
朔
椰
（
湯
浦
小
学
校
２
年
）

「
開
花
」

　
　
髙
橋　
漣

　
　
　
（
熊
本
市
立
北
部
中
学
校
２
年
）

《
中
学
生
の
部  

最
優
秀
賞
》

美術館芦北町立

「秋の五時」
長野　万羽（湯浦中３年） 「みんなでもちつき」

浅野 明日馬（佐敷小 3 年）

優
秀
賞

　
公
募
展
入
賞
・入
選
者
（
町
外
）

優
秀
賞

《
小
学
生
の
部
》

　
伊
豆
野　
朱
音（
鹿
児
島
県
姶
良
市
立
山
田
小
学
校
２
年
）

　
伊
豆
野　
湊
（
鹿
児
島
県
姶
良
市
立
山
田
小
学
校
５
年
）

《
中
学
生
の
部
》

　
小
山　
り
か（
熊
本
市
立
三
和
中
学
校
２
年
）

　
宇
治
野　
奈
美（
熊
本
市
立
武
蔵
中
学
校
２
年
）

《一般
の
部
》

　
社
方　
勇
吾（
松
浦
学
園
城
北
高
等
学
校
２
年
）

　
清
水　
瞭
太（
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
１
年
）

　
澤
本　
ゆ
か
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

『
第
19
回
星
野
富
弘
美
術
館

　
　
　
　
詩
画
公
募
展
入
賞
作
品
展
』

　
全
国
各
地
か
ら
届
い
た
詩
画
公
募
展
入

賞
作
品
27
点
と
入
選
作
品
30
点
を
展
示
。

　
期
間　
4
月
26
日(

日)

ま
で

同
時
開
催

　
季
節
の
常
設
展
『
春
・初
夏
』

　
さ
わ
や
か
な
季
節
を
感
じ
る
作
品
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

　
期
間　
6
月
21
日
（
日
）ま
で

　
休
館
日　
第
2・4
月
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
星
野
富
弘
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
８
６
）１
６
０
０︎

美術館芦北町立

星
野
富
弘

　
美
術
館
賞

「世界一のおばあちゃん」
草野　夏楓（大野小 5 年）

「ほおずき」
藤井　映名（湯浦小 1 年）

「自分の姿」
中原　凜子（田浦中１年）

「ねがい」
釜　綺美來（湯浦中３年）

「母の手」
宮川　京子（一般）

「ボラ」
野口　路航（内野小 5 年）

「黒電話」
平塚　令子（一般） 「やぶつばき」

松本　恵子（一般）

「夜の叫び声」
髙木　葵衣（佐敷中 2 年）

「生きる」
一田　きいな（佐敷中 3 年）

「カメ」
勝田　逢斗（佐敷中 1 年）

「万次郎かぼちゃ」
湯治　美代子（一般）

「デコった わたし」
鶴田　真奈美（一般）

「たいしたもの」
永野　みな子（一般）

入
選
（
町
内
含
む
）

《
小
学
生
の
部
》

　
出
野　
佐
奈（
芦
北
町
立
佐
敷
小
学
校
４
年
）

　
平
野　
蘭
（々
芦
北
町
立
佐
敷
小
学
校
４
年
）

　
森
山　
馳
冬（
芦
北
町
立
佐
敷
小
学
校
６
年
）

　
坂
本　
咲
心（
芦
北
町
立
佐
敷
小
学
校
６
年
）

　
緒
方　
玲
愛（
芦
北
町
立
湯
浦
小
学
校
１
年
）

　
平
野　
玲
旺（
芦
北
町
立
湯
浦
小
学
校
２
年
）

　
岩
本　
彩
楓（
芦
北
町
立
湯
浦
小
学
校
４
年
）

　
吹
本　
恵
麻（
芦
北
町
立
内
野
小
学
校
４
年
）

　
申　
ハ
ナ（
北
九
州
市
明
治
学
園
小
学
校
２
年
）

　
須
長　
杏（
長
野
県
軽
井
沢
町
立
軽
井
沢
中
部
小
学
校
３
年
）

《
中
学
生
の
部
》

　
髙
木　
大
幹（
津
奈
木
町
立
津
奈
木
中
学
校
３
年
）

　
福
富　
ら
ん（
水
俣
市
立
緑
東
中
学
校
２
年
）

　
水
口　
倖
瑠
（
八
代
市
立
鏡
中
学
校
１
年
）

　
佐
藤　
萌
々
香（
八
代
市
立
鏡
中
学
校
１
年
）

　
長
畑　
希
穂（
熊
本
市
立
北
部
中
学
校
２
年
）

　
竹
下　
優
衣
子（
熊
本
市
立
北
部
中
学
校
２
年
）

　
矢
羽
田　
一真（
菊
陽
町
立
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）

　
柿
塚　
琉
華（
天
草
市
立
本
渡
中
学
校
３
年
）

　
秋
野　
和
奏（
鹿
児
島
県
出
水
市
立
米
ノ
津
中
学
校
３
年
）

　
稲
垣　
珈
音（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
立
第一中
学
校
２
年
）

《一般
の
部
》

　
掛
須　
愛
由（
熊
本
県
立
御
船
高
等
学
校
３
年
）

　
松
野　
椿（
松
浦
学
園
城
北
高
等
学
校
１
年
）

　
落
宰　
里
沙
子
（
東
京
学
芸
大
学
１
年
）

　
稲
荷　
遼
（
富
山
大
学
２
年
）

　
山
口　
啓
子
（
熊
本
市
）

　
吉
野　
育
子
（
鹿
児
島
県
出
水
市
）

　
原
田　
慎
也
（
岐
阜
県
恵
那
市
）

　
中
江
田　
み
ど
り
（
石
川
県
七
尾
市
）

　
藤
原　
美
江
（
東
京
都
府
中
市
）

　
村
本　
明
（
東
京
都
北
区
）

「鶴のように」
桑鶴　茉奈（田浦小４年）
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芦

北

短

歌

会

節
分
の
施
設
行
事
に
賑
わ
え
る
窓
辺
に
春
の
光
あ
ふ
れ
る

寒
波
と
う
春
待
つ
里
に
雪
が
舞
う
風
に
震
え
る
野
の
花
の
群

節
分
の
豆
を
食
べ
た
し
年
の
数
孫
を
横
目
に
に
や
り
と
笑
う

距
離
を
置
き
佇
む
鷺
の
影
数
羽
春
ま
だ
浅
き
河
原
の
中
に

春
立
つ
日
陽
射
し
に
誘
わ
れ
来
し
野
道
下
萌
え
の
草
未
だ
見
え
ざ
り 鳥

居
　
静
子

馬
場
　
泰
子

星
野
真
紀
子

宮
嶋
　
良
子

米
良
　
佑
子

　
芦
北
町
の
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

南
米
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
2
回
目
の
レ
ポ
ー

ト
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
夕
飯
の
材
料
を
買
う
と

き
、ど
こ
に
行
き
ま
す
か
？
た
い
て
い
は

ス
ー
パ
ー
で
す
よ
ね
。し
か
し
、こ
こ
ボ

リ
ビ
ア
で
は
メ
ル
カ
ド
（m

ercado

）

と
呼
ば
れ
る
市
場
で
買
い
も
の
を
し
ま

す
。一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、そ
こ
は

お
祭
り
の
様
相
。「
ア
ミ
ー
ゴ
（
兄
ち
ゃ

ん
）！
新
鮮
な
ト
マ
ト
だ
よ
！
」「
ホ
ベ

ン
（
お
兄
さ
ん
）！
こ
っ
ち
の
肉
が
い
い

よ
！
」と
、威
勢
の
良
い
店
主
の
声
が
四

方
八
方
か
ら
飛
ん
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
驚
く
の
が
売
り
方
の
豪
快
さ
で

す
。日
本
の
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
な
3
個

入
り
の
袋
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。泥
が

付
い
た
ま
ま
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
、私
の
腰

の
高
さ
く
ら
い
ま
で
ド
サ
ッ
と
山
積
み

に
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
横
に
は
、人
間

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
の
活
動
記

の
太
も
も
ほ
ど
も
あ
る
巨
大
な
キ
ャッ
サ
バ

（
タ
ピ
オ
カ
の
原
料
）が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。肉
売

り
場
に
行
け
ば
、牛
や
豚
の
塊
が
天
井
か

ら
フ
ッ
ク
で
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
買
い
物
は
1
袋
で
は
な
く
、1

キ
ロ
単
位
で
買
う
の
が
基
本
で
す
。私
は

た
い
て
い
、同
じ
店
主
か
ら
野
菜
を
買
い

ま
す
。「
今
日
は
な
に
が
要
る
の
？
」「
ど
の

野
菜
が
新
し
い
？
」そ
ん
な
会
話
を
し
な

が
ら
信
頼
で
き
る
相
手
か
ら
買
う
。レ
ジ

を
通
す
機
械
的
な
買
い
物
で
は
な
く
、人

と
人
の
つ
な
が
り
で
野
菜
を
選
ぶ
。こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
ボ
リ
ビ
ア
の
生

活
の
醍
醐
味
で
す
。

　
し
か
し
、実
は
こ
こ
に一つ
問
題
が
あ
り

ま
す
。メ
ル
カ
ド
に
は
こ
ん
な
に
物
が
溢
れ

て
い
る
の
に
、遠
く
の
村
で
野
菜
を
作
っ
て

い
る
農
家
は
「
今
、市
場
で
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
か
」を
知
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か
く

作
っ
た
野
菜
が
、市
場
の
ニ
ー
ズ
と
合
わ
ず

に
売
れ
残
っ
た
り
、安
く
買
い
叩
か
れ
た
り

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、私
は
今
、農
家
に
市
場
を
見
る

目
を
養
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
ど
ん
な
野
菜
が
高
く
売
れ
る
の
か
」「
客

は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」。そ
れ
を
農
家

自
身
が
市
場
で
調
査
し
、経
営
に
生
か
せ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。そ
れ
が

私
の
活
動
で
す
。

蓑
田　
真
平
隊
員

ボ
リ
ビ
ア
便
り

　
日
本
の
ス
ー
パ
ー
の
便
利
さ
も
良
い
で

す
が
、ボ
リ
ビ
ア
の
メ
ル
カ
ド
に
は
熱
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。み
な
さ
ん
も

ス
ー
パ
ー
で
野
菜
を
手
に
し
た
と
き
、生

産
者
の
事
を
少
し
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。チ
ャ
オ
！
（
ま
た
ね
！
）

▶
市
場
の
様
子

▶
市
場
に
並
ぶ
調
味
料

芦北町・八代市・氷川町定住自立圏連携イベント情報

芦北町・水俣市・津奈木町広域連携イベント情報

竜北公園でお花見氷川町

水俣市

　まちの身近なヒーロー消防団員が披露する日頃の訓
練の成果を見に行きましょう！
▶︎日時　4月19日（日）
▶︎場所　エコパーク水俣多目的広場
　　　　※荒天時は市立総合体育館で式典のみ
▶︎内容　8時10分〜市中パレード
　　　　　　　（浜グラウンド〜しまむら水俣店）
　　　　9時15分〜分列行進（開式）、展示訓練、放水競技など
＊問い合わせ先　
　水俣市危機管理防災課　☎︎0966(61)1604

　公園一帯に植えられた桜が美しく咲き誇るお花見ス
ポットです。全長 126m の巨大ローラースライダー
などさまざまな遊具もあり、親子連れで楽しめます。
桜は 4 月上旬までが見頃です。
＊問い合わせ先　
　氷川町役場地域振興課☎ 0965（62）2315

　この祭りは別名″ぼたもちまつり″として親しまれて
おり、名物ぼたもちの販売をはじめ、地元グルメが勢揃
いします。災害からの復興の節目を迎えた坂本の新た
な一歩を、ぜひ会場でともに感じてください。
▶︎日時　4月26日（日）9：30〜
▶︎場所　坂本支所周辺（八代市坂本町坂本4161−1）
＊問い合わせ先
　坂本ふるさとまつり運営委員会事務局
　（坂本支所地域振興課）☎︎ 0965(45)2211

八代市 第 39 回さかもとふるさとまつり

令和８年度水俣市消防点検

子育て支援センター  （4 月の行事）

   6 日（月）①ベビーマッサージ
   8 日（水）②ハイハイ教室
 13 日（月）③お金のお話会
 23日（木）④ふれあいヨガ
※①②③④要予約　①④先着 5組　③先着 3組

《田浦保育園》

＊問い合わせ先　☎ 0966（87）0034

《あしきた・まちのこども園》
10 日（金）支援センタースタート会
16日（木）絵本の読み聞かせ
22日（水）お散歩へ行こう
24日（金）身体検査・お誕生会（4月・5月）

◦子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
◦子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。

＊申込・問い合わせ先　☎ 0966（82）3044

児童館からのお知らせ（4 月の行事）

▶︎日時　4月 5日（日）13：30〜 15：30
▶︎内容　�牛乳パックでピーピー笛を作って遊びます。
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎ 0966（82）3036

▶︎日時　4月 11日（土）10：30 〜 12：00
▶︎内容　交通ルールを実践形式で学びます。
＊問い合わせ先　湯浦児童館　☎ 0966（86）0074

《芦北児童館》 《湯浦児童館》
「ピーピー笛を作ろう！」 「交通安全教室で安全ルールを学ぼう！」

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
9：00〜 12：00/13：00〜 15：00

利用時間  毎週 火曜日〜日曜日　 10:00 〜 18:00（月曜休館・月曜が祝日の場合は火曜日）

▶︎
現
地
の
活
動
報
告

　

Y
o
u
t
u
b
e
動
画

　純米吟醸「萬坊」の無濾過生原酒、特別限定酒を販
売します。サラ玉や柑橘の軽トラ市やお酒のつまみにピ
ッタリのグルメコーナーも！
ぜひお越しください。
▶︎日時　3月29日（日）10:00 〜15:00
　　　　　　　　　　　　（有料試飲11:00 〜）
▶場所　津奈木町総合グラウンド
＊問い合わせ先
　津奈木町観光推進協議会　☎0966（83）8066

津奈木町 つなぎ桜まつり＆
　　亀萬酒造新酒まつり 2026
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦 北
消防署

芦 北
　警察署 〜悪質な訪問購入に注意！〜

　

県
内
に
お
い
て
、訪
問
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
購
入
と
は
、業
者
が
消
費
者
の
自
宅
な
ど
、

営
業
所
以
外
の
場
所
で
物
品
を
買
い
取
る
こ
と

を
い
い
、特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
購
入
業
者
の
中
に
は
、要
請
な
く
突
然
訪

問
し
た
り
、買
い
取
ろ
う
と
す
る
商
品
を
偽
る
者

も
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
行
為
は
原
則
と
し
て
違
法

で
す
。

　
ま
た
、断
っ
て
も
、し
つ
こ
く
居
座
っ
た
り
す
る
な

ど
の
悪
質
な
業
者
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
購
入
に
つ
い
て
は

〇
突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
は
、家
に
入
れ
な
い

〇
冷
静
に
対
応
し
て
、不
要
な
勧
誘
は
き
っ
ぱ
り
断
る

〇�

貴
金
属
や
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
を
容
易
に
見
せ
た

り
、触
ら
せ
た
り
し
な
い

〇
相
手
の
氏
名
、業
者
名
、連
絡
先
を
確
認
す
る

〇
個
人
情
報
を
教
え
な
い

〇�

売
却
す
る
場
合
で
も
、物
品
の
種
類
、購
入
価

格
、ク
ー
リ
ン
グ
・オ
フ
に
関
す
る
事
項
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
契
約
書
面
の
交
付
を
求
め
る

〇�

そ
の
場
で
判
断
せ
ず
、家
族
な
ど
周
り
の
人
に

相
談
す
る

〇�

業
者
が
威
圧
的
な
態
度
を
と
る
な
ど
、身
の
危

険
を
感
じ
た
場
合
は
１
１
０
番
通
報
す
る

な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

「令和７年芦北消防署館内の出動件数」

　令和７年中の芦北消防署における火災、救助及び救急の出動件数について紹介します。
　これからも地域の安全・安心を守るため、消防活動の充実に取り組んでいきます。今後ともご理
解とご協力をお願いします。

火災出動
種別 出動件数
建物 ６件

その他 １件
合計 ７件

救助出動
種別 出動件数
火災 ３件

交通事故 ８件
その他 ４件
合計 １５件（前年比１件増）

（前年比７件増）建　物・・・６件のうち１件は津奈木町
その他・・・建物、林野、車両、船舶及び航空機火災以外の火災 その他・・・滑落事故２件、転落事故１件、墜落事故１件

救急出動
種別 出動件数 種別 出動件数
急病 ６０４件 運動競技 ４件

一般負傷 １６０件 労働災害 １２件
交通事故 ３６件 その他（前期以外） ８件
転院搬送 １９６件

合計 １０２０件
（前年比88件増）

R8.2.1 〜 2.28 受付分（敬称略）受付件数 35 件
　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　     区　

90
99
87
90
86
76
59
78
94
96
91
78
90
89
87
72
91
93
101
84
91
90
95

小田浦 2
豊岡

湯浦北
花岡西
田浦 2
乙千屋

小田浦 3
八幡
國見
箙瀬
白岩

小田浦 5
小田浦 5

宮浦
小田浦 6
田浦町 3
大岩一
田浦 1

小田浦 5
湯浦南

小田浦 5
海浦 1
田浦 2

1.31
2.2
2.3
2.4
2.4
2.6
2.7
2.7
2.7
2.11
2.12
2.12
2.12
2.14
2.15
2.18
2.18
2.19
2.20
2.24
2.26
2.27
2.28

中川　光子
倉永　トミエ
岩㟢　ナツコ
桑田　美行
川元　裕
楠原　眞秀
元山　秀志
出野　はるみ
田上　キミ子
池田　ホシエ
溝口　スエ子
山崎　勝喜
小金丸 ユキエ
森　トミ
藪下　信人
山下　誠雄
山本　惟昭
宮尾　トミ子
石橋　ナツ子
西　宏子
畑中　伸一
上野　秀男
上村　トミエ

ご冥福をお祈りします

　芦北町では、お悔やみ情報をLINE
で確認できます。
　スマートフォンにアプリを入れて、
芦北町公式LINE を登録ください。

人 口　　　１４，４６５人　 （− 42）
男 　　　　６，８７２人　 （− 20）
女 　　　　７，５９３人　 （− 22）

65歳以上　　　　６，９７９人　 （−８）
世 帯 数　　　　６，７８６世帯  （− 14）

人口のうごき（R8.3.1 現在）（　）内は前月比

３/23 月
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土

29 日 ・井上医院　☎（82）2503
・芦北町議会議員一般選挙投票日

30 月
31 火
4/1 水
2 木
3 金
4 土
5 日 ・篠原医院　☎（82）2046

6 月
7 火
8 水
9 木
10 金
11 土
12 日 ・芦北とりかい医院　☎（82）5881

13 月
14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日 ・宮島医院　☎（82）2254

イベント・当番医カレンダー

編
集
後
記

　
1
日
で
６
０
０
０
枚
。
広
報

担
当
に
な
っ
て
記
録
更
新
で
す
。

こ
の
数
は
、
撮
影
し
た
写
真
の

枚
数
。
3
月
1
日
に
開
催
さ
れ

た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
で
は
、一

瞬
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。『
拳
が

出
た
』
と
感
じ
て
か
ら
シ
ャ
ッ

タ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
間
に

合
わ
な
い
た
め
、「
打
つ
」
と

感
じ
た
瞬
間
か
ら
、
打
つ
ま
で

シ
ャッ
タ
ー
を
押
し
続
け
ま
す
。

撮
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
そ
の

後
、
う
ま
く
撮
れ
て
い
る
写
真

を
探
す
作
業
が
な
か
な
か
大
変

で
す
。（
田
中
）

今
月
の
表
紙

　
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
空

手
道
の
精
神
の
も
と
、子
ど
も

た
ち
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を

発
揮
し
真
剣
勝
負
に
挑
ん
で
い

ま
し
た
。

　

仲
間
や
家
族
の
声
援
に
包

ま
れ
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が

全
力
で
挑
む
姿
は
、地
域
に
元

気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

R8.2.1 〜 2.28 受付分（敬称略）受付件数 3 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

大樹
智博
幸希

2.17
2.18
2.20

八里　十
と あ

愛
田中　惺

せ い
依

本山　桜
お う り

吏

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　  　  区
女
女
男

お誕生おめでとう

豊岡
市野瀬
天月



〒
869-5498　

熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
大
字
芦
北

2015
☎
  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

https://w
w
w
.tow

n.ashikita.lg.jp

（
再
生
紙
使
用
）

   ２
０

２
6

  3
月

　N
o.253

発
行
日
／
令
和

8
年

3
月

17
日

発
　
行
／
芦
北
町
　
　
編
集
／
総
務
課

印
　
刷
／（

有
）芦

北
綜
合
印
刷

芦
北

町
HP

場所 講座名 学習日 年回数 学習時間 講師名 定員
1 茶道（裏千家）

第 2・4火曜日

20回

13：00～ 15：30 柳迫　秀代 10人
２ 相撲甚句 19：00～ 20：30 杉光　ナヲミ 15人
3 料理

第 1・3水曜日

  9：30～ 12：00 堀口　妃都美 20人
４ 健康ストレッチ① 13：30〜 14：30 豊田　美樹 10人
５ 健康ストレッチ② 14：40〜 15：40 10人
6 はじめてのマンドリン 18：00〜 20：00 芥川　守明 10人
7 トールペイント 第 2・4水曜日 17：30～ 19：30 井上　節子 15人
8 パッチワーク

第 2・4木曜日
10：00～ 12：00 黒田　由記子 15人

9 華道（池坊） 13：30～ 15：30 宮石　とし子 10人
10 竹工芸 19：00～ 21：00 大崎　修一 15人
11 編物

第 1・3金曜日
13：30～ 15：30 加世田　美保子 15人

12 着物着付け（昼） 13：30〜 15：30 丸田　久美子 10人
13 ペン字 19：00〜 20：30 溝口　朗子 20人
14 ピラティス

第 2・4金曜日

10：00〜 11：00 宮村　道子 10人
15 ヨガ（夜①） 18：00～ 19：00

千田　洋子
20人

16 ヨガ（夜②） 19：00〜 20：00 20人
17 着物着付け（夜） 19：30〜 21：30 宮㟢　元子 10人
18 絵手紙

第 1・3土曜日

10：00～ 12：00 山口　啓子 15人
19 色鉛筆・クレパス画 10：00～ 12：00 相場　晴代 15人
20 大正琴（初心者） 10：00～ 12：00

東　和代
10人

21 大正琴（経験者） 13：30～ 15：30 10人
22 健康太極拳 13：30～ 15：30 坂口　俊司 20人
23 フラワーアレンジメント 第 2・4土曜日 10：00～ 12：00 岡村　ゆかり 20人
24 パソコン（昼） 第 2水曜日

10回
13：30～ 15：30

坂本　洋子
20人

25 パソコン（夜） 第 3木曜日 19：30～ 21：30 20人
交流センター 26 ３B体操 第 1・3金曜日

20回
19：30〜 21：00 大野　鈴子 15人

地域活性化
センター

27 クラシックギター（初心者）
第 1・3土曜日

18：00～ 19：00
木村　正和

10人
28 クラシックギター（経験者） 19：00〜 20：00 10人

大野出張所 29 健康ヨガ 第２水曜日
10回

13：00～ 14：00 西原　尚美 10人
吉尾出張所 30 料理 第 2金曜日 9：30〜 12：00 一原　和美 10人

新しいことに挑戦して、学びながら友達の輪を広げませんか。
町 民 講 座 受 講 生 募 集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆ 受講資格
　�　小学生以上で町内に在住または勤務してい

る人で、1 人３講座まで受講できます。同一講座
は最大7 年間受講することができます。

　（※小学生の場合は事前にご連絡ください）
◆ 受 講 料
　１講座 ３，０００円（別途教材費がかかる場合あり）
　 （※健康ヨガ（大野）、料理（吉尾）、パソコン講座は2,000 円）
◆ 注意事項
　 • 定員を超えた場合は抽選になります。
　 • 定員の4 割に満たない場合は開講しません。

◆ 申込方法

＊申込・お問い合わせ先　芦北町総合コミュニティセンター　☎０９６６（８２）２２１３

◆ 申込期間
　 ４月７日（火）〜４月１7 日（金）
　 窓口受付時間 10 時〜17 時

　 総合コミュニティセンター、田浦支所、各出張 
 所で直接お申し込みいただくか、２次元コード 
 から申し込み。

（※電話での申込はできません）

４月7日（火）から受付開始

◆ 受講期間
　 令和8 年5 月〜令和9 年3 月まで

※総合コミュニティセンターは4 月13 日（月）は休館日


